
可
制
小
読
谷
八

は
.
以
来
小
松
披
下
騒
動
に
混
成
儀
も
可
有
之
候
。
金

τ共
心
得
有

之
桜
に
と
被
致
返
答
候
。

一
、
天
海
、
防
民
公
の
徳
殺
を
喋
栴
す

防
成
公
の
御
時
、
南
光
坊
天
搬
を
御
招
訪
の
事
あ
り
。
御
山
W

両
院
棚
の

怖
に
・

御
利
物
の
公
任
の
朗
詠
集
被
控
供
。
天
海
、
公
の
御
度
設
を

鋭
見
ん
と
訟
も
ひ
・
お
の
朗
詠
集
を
趨
皮
も
玩
覧
し
・
抱
被
巾
侠
は
・

可
打
候
。
若
推
て
大
筋
等
傘
候
も
の
有
之
候
は
y
・
抑
候
帥
闘
に
被
申

付
候
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共
趣
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々
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調
昨
年
寄
中
へ
相
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仮
に
付
、
年
寄
中
よ
り
平
艇

を
以
て
、
先
達
て
不
及
案
内
崎
町
儀
官
庁
念
の
至
に
候
。
州
子
共
承
居
候

て
‘
再
同
致
稽
古
候
依
然
紛
候
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御
開
閉
山
候
て
稽
古
仕
侠
叫
仰
に
い
た
し

度
存
候
旨
被
中
治
候
所
、
制
子
年
老
侠
て
灘
を
結
た
る
械
に
混
成
候

共
・
い
ま
だ
御
披
代
は
相
動
能
在
供
。
か
叫
闘
の
俄
不
及
御
沙
汰
候
て

流
と
い
ふ
織
地
の
術
を
数
へ
J

火
筒
等
の
火
器
妙
前
日
7
E
簸
せ
り
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例

年
執
政
官
の
指
凶
に
て
‘
宮
腰
つ
ピ
き
の
海
抽
出
に

τ
.共
裂
を
早
期
目

い
た
し
候
。
或
年
宮
腰
陀
て
は
、
御
披
へ
近
く
拙
官
候
て
あ
し
く
候
に
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雲
市
陀
て
務
古
巾
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。
川
叩
脚
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刷
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小
松
御

技
代
前
回
三
友
術
門
直
之
、
於
小
松
此
由
を
僻
間
て

、
車
十朗
自
の
者
共

を
抑
へ
置
き
、
使
帯
等
を
出
し
・
小
松
城
下
よ
り
指
凶
無
之
内
は
不
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て
、
右
朗
詠
築
相
波
返
山
花
て
候
。
共
後
天
海
此
都
を
申
出
し
、
少

将
公
御
徳
孟
御
す
ぐ
れ
被
成
候
。
御
限
而
少
し
も

鑓
巴
不
巾
候
と

て
、
致
嘆
椀
候
よ
し
。
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天
機
が
銑
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可
認
の
心
入
は
必
し
も
不
足
論
か
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小
人
の
阪
を
以

て
君
子
の
心

E
計
る
も
の
多
く
は
如
此
。
可
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o
E
H

一
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酒
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の
一
聯
wM意
印
妙

川
村
田開
兵
衛
よ
り
片
織
を
以
て
申
越
候
は
、
調
茶
を
針
陀
仕
候
一
聯

何
、急
K
入
朋
の
俄
候
。
御
考
被
申
候
て
此
伎
に
可
被
下
候
。
若
御
考

菜
難
成
候
は
い
九
御
自
作
K
て
も
墜
に
存
候
山
申
来
候
。
催
昌
火
災
最

後
詩
文
の
役
一
部
も
川
県
之
候
へ
ば
・
考
可
申
核
拡
元
よ
り
無
之
候
。

一
聯
を
有
寄
り
相
関
越
候
所
‘
郎
兵
術
殊
の
外
悦
巾
候
て
、
共
削耐陀

と
て
則
此
一
聯
を
悲
し
て
田
町
候
。
深
見
新
右
衛
門
手
跡
を
間
申
ぴ
、
よ
ほ

ど
舎
法
も
能
く
候
。
右
の
一
聯
陀
云
。
削
n

李
白
三
益
辺
一】大
道
『

凪
同
間
服
起
a
荷
風
↓
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近
頃
見
事
な
る
も
の
陀
候
。
机
品
川
拝
受
仕
度
在
候
回
u
巾
候
へ

ば
、
御

災
被
成
候
て
・
則
御
殿
被
成
候
旨
陀
仰
供
。
天
務
沿
し
い
た
ピ
き
、

モ
の
随
抗
へ
被
山
田
郎
候
時
分
、
御
式
誌
に
て
御
小
姓
衆
へ
挨
拶
候

て
、
円
北
は
今
日
制
品
川
が
み
や
げ
忙
て
候
問
、
迫
て
可
有
御
上
の
回
日
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